
　
私
は
大
田
区
池
上
の
地
で

暮
ら
し
て
、

年
に
な
り
ま

す
。
池
上
は
本
門
寺
を
中
心

と
す
る
門
前
町
で
あ
り
ま
し

て
、
長
年
暮
ら
し
て
い
て
安

息
の
場
で
あ
り
、
こ
の
地
で

生
活
で
き
て
本
当
に
良
か
っ

た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
池
上
本
門
寺
の
歴
史

に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

日
蓮
聖
人
は
、弘
安
五
年
（一

二
八
二
年
）
９
月
８
日
、
９

年
間
棲
み
な
れ
た
身
延
山
を

下
り
て
病
気
療
養
の
た
め
常

陸
の
湯
に
向
か
わ
れ
、
９
月

日
武
蔵
の
国
の
郷
主
池
上

宗
仲
（
む
ね
な
か
）
の
館
に

入
ら
れ
ま
し
た
が
、
病
重
く

そ
れ
よ
り
旅
を
続
け
る
こ
と

が
で
き
ず
、
そ
の
ま
ま
宗
仲

の
館
に
足
を
留
め
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
池

上
宗
仲
・
宗
長
（む
ね
な
が
）

兄
弟
が
寄
進
し
た
山
上
の
お

堂
を
「
長
栄
山
本
門
寺
」
と

命
名
し
、
開
堂
供
養
に
つ
と

め
た
り
、弟
子
・
信
者
に
「立

正
安
国
論
」
を
講
義
さ
れ
る

な
ど
一
時
小
康
を
得
た
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
が
、
病
は
い

よ
い
よ
重
く
、
つ
い
に

月

日
辰
の
刻
（午
前
８
時
頃
）

ご
入
滅
さ
れ
ま
し
た
。爾
来
、

池
上
本
門
寺
は
【
日
蓮
聖
人

ご
入
滅
の
霊
場
】
と
し
て
７

０
０
年
余
の
法
灯
を
護
り
伝

え
て
お
り
ま
す
。
（
写
真
集

【
池
上
本
門
寺
】
池
上
の
あ

ゆ
み
よ
り
。
）

　
聖
人
の
命
日
法
要
を
お
会

式
と
呼
び
、
幼
児
の
頃
か
ら

慣
れ
親
し
ん
で
き
ま
し
た
。

　
１
月

日
、
日
銀
は
「
マ

イ
ナ
ス
金
利
」
導
入
を
決
定

し
た
。
バ
ブ
ル
崩
壊
後
の
デ

フ
レ
脱
却
を
目
指
し
、
最
初

の
〝
黒
田
バ
ズ
ー
カ
〟
が
発

動
さ
れ
て
４
月
４
日
で
３
年

が
経
過
し
た
が
、
バ
ブ
ル
が

弾
け
た
の
は

年
前
の
こ
と

だ
っ
た
。

　
当
時
、
私
は
友
人
と
２
人

で
Ｂ
Ａ
Ｒ
を
経
営
し
て
い

た
。
場
所
は
西
麻
布
、
店
内

は
バ
ブ
ル
を
象
徴
す
る
か
の

よ
う
な
黒
と
金
、
そ
し
て
水

槽
。
隠
れ
家
的
な
Ｂ
Ａ
Ｒ
だ

っ
た
が
、
当
時
と
し
て
は
ま

だ
珍
し
い
、
ち
ょ
っ
と
オ
シ

ャ
レ
な
の
に
カ
ラ
オ
ケ
も
歌

え
る
店
だ
っ
た
。
そ
ん
な
素

敵
？
な
店
も
２
年
足
ら
ず
で

人
手
に
渡
っ
た
。
敗
因
は
…

自
分
達
が
カ
ウ
ン
タ
ー
に
入

っ
て
酒
を
作
ら
な
か
っ
た
こ

と
。
い
や
、
作
れ
な
か
っ
た

こ
と
だ
。
人
任
せ
で
は
上
手

く
い
く
は
ず
も
な
い
。
Ｂ
Ａ

Ｒ
と
言
え
ば
カ
ク
テ
ル
だ

が
、
や
は
り
ハ
ー
ド
ボ
イ
ル

ド
な
カ
ク
テ
ル
が
カ
ッ
コ
イ

イ
。
探
偵
小
説
で
有
名
な
ギ

ム
レ
ッ
ト
、
そ
し
て
ジ
ェ
ー

ム
ズ
ボ
ン
ド
の
マ
テ
ィ
ー
ニ

だ
ろ
う
。
こ
の
２
つ
の
カ
ク

テ
ル
に
こ
だ
わ
っ
て
、
リ
ベ

ン
ジ
し
た
い
。

　
私
は
今

歳
。
Ｂ
Ａ
Ｒ
を

開
店
す
る
の
は

年
後
の

歳
、
税
理
士
を
廃
業
す
る
時

だ
ろ
う
か
？
そ
の
頃
、
日
本

の
経
済
は
…
難
し
い
こ
と
を

考
え
る
前
に
ま
ず
、
バ
ー
テ

ン
ダ
ー
ス
ク
ー
ル
の
入
学
案

内
書
を
入
手
す
る
こ
と
か
ら

始
め
な
け
れ
ば
！
（Ｏ
・
Ｋ
）

　
小
池
ゆ
り
こ
税
理
士
後
援
会

は
、去
る
平
成

年
２
月
２
日
、

池
袋
の
ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ

ン
に
お
い
て
、
渡
邉
東
京
税
政

連
会
長
を
は
じ
め
多
数
の
ご
来

賓
出
席
の
も
と
、
第
８
回
定
期

総
会
を
開
催
し
た
。

　
定
期
総
会
で
は
、
平
成

年

度
運
動
経
過
報
告
及
び
収
支
報

告
、
さ
ら
に
平
成

年
度
運
動

方
針
等
が
全
会
一
致
で
承
認
さ

れ
た
。

　
来
年
４
月
か
ら
消

費
税
の
増
税
が
予
定

さ
れ
、
ま
た
我
が
国

は
依
然
と
し
て
社
会

保
障
・
外
交
問
題
等

内
外
の
難
し
い
問
題

に
直
面
し
て
い
る

が
、
私
た
ち
税
理
士

は
国
民
の
目
線
に
立

っ
て
簡
素
・
公
平
、

中
立
な
税
制
改
正
の

実
現
に
向
け
取
り
組

ま
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

　
そ
こ
で
、
昨
年
秋

に
は
東
京
税
理
士
政

治
連
盟
と
連
携
し
、

小
池
事
務
所
（池
袋
）

さ
ら
に
衆
議
院
議
員
会
館
を
訪

問
し
、

年
度
税
制
改
正
に
係

る
私
た
ち
税
理
士
の
提
言
を
積

極
的
に
申
し
入
れ
た
と
こ
ろ
で

あ
る
。
当
後
援
会
は
、
小
池
代

議
士
の
グ
ロ
ー
バ
ル
で
卓
越
し

た
力
を
国
政
の
場
で
よ
り
一
層

発
揮
で
き
る
よ
う
、
あ
ら
ゆ
る

機
会
を
と
ら
え
て
会
員
の
増
強

を
図
り
支
援
の
輪
を
拡
大
す
る

と
と
も
に
、
連
携
を
一
層
深
め

て
い
く
。

　
１
月

日
、
衆
議
院
第
一
議

員
会
館
地
下
一
階
大
会
議
室
に

お
い
て
「
税
理
士
に
よ
る
松
本

文
明
後
援
会
」
の
設
立
総
会
が

開
催
さ
れ
た
（
衆
議
院
議
員
・

東
京
７
区
・
自
民
党
）
。
来
賓

と
し
て
東
税
政
よ
り
渡
邉
文
雄

会
長
、
吉
川
裕
一
幹
事
長
、
秋

元
弘
光
後
援
会
対
策
委
員
長
を

迎
え
、会
員

名
が
出
席
し
た
。

開
会
の
言
葉
の
後
、
発
起
人
代

表
の
下
田
政
廣
会
員
が
設
立
趣

旨
を
説
明
し
、
同
会
員
が
議
長

に
選
出
さ
れ
た
。
渡
邉
会
長
か

ら
後
援
会
旗
が
授
与
さ
れ
た

後
、
議
案
審
議
に
移
っ
た
。
後

援
会
規
約
及
び
役
員
選
任
の

件
を
含
む
す
べ
て
の
議
案
は

満
場
一
致
で
可
決
さ
れ
、
会

長
に
下
田
政
廣
会
員
、
副
会

長
に
早
田
仁
憲
会
員
、
三
浦

祥
孝
会
員
、荒
木
信
之
会
員
、

石
浦
勇
人
会
員
、
山
下
晃
司

会
員
、
幹
事
長
に
篠
崎
昌
義

会
員
が
就
任
し
た
。
役
員
の

紹
介
、
会
長
挨
拶
、
来
賓
挨

拶
と
進
み
、
松
本
文
明
議
員

か
ら
後
援
会
設
立
の
謝
辞
と

国
政
報
告
を
受
け
、
日
税
政

の
小
島
忠
男
会
長
よ
り
の
祝

電
が
披
露
さ
れ
、
盛
会
の
う

ち
に
終
了
し
た
。引
き
続
き
、

食
堂
に
て
、
大
島
剛
生
会
員

の
乾
杯
の
音
頭
の
後
、
懇
親

会
が
和
や
か
に
始
ま
り
、
最

後
は
、
武
藤
英
一
会
員
の
三

本
締
め
で
閉
会
と
な
っ
た
。

　
「
す
が
わ
ら
一
秀
税
理
士
後

援
会
」
第
６
回
定
期
総
会
（

名
出
席
）
が
２
月
９
日
練
馬
区

の
「
茶
平
」に
て
開
催
さ
れ
た
。

押
久
保
後
援
会
会
長
（練
馬
西
）

は
、
私
た
ち
の
声
が
政
治
の
世

界
に
少
し
で
も
多
く
届
く
た
め

に
は
税
理
士
後
援
会
が
必
要
不

可
欠
で
あ
る
と
挨
拶
し
た
。

　
す
が
わ
ら
一
秀
議
員
（
厚
生

労
働
大
臣
政
務
官
、
経
済
産
業

副
大
臣
、
財
務
副
大
臣
等
を
歴

任
後
、
衆
議
院
予
算
委
員
会
理

事
）
は
、
残
念
な
が
ら
軽
減
税

率
導
入
が
確
定
し
た
こ
と
や
今

後
の
安
倍
政
権
の
方
向
性
等
に

つ
い
て
国
政
報
告
を
行
っ
た
。

　
総
会
議
案
で
は
鳥
山
幹
事
長

（
練
馬
西
）
が
１
号
議
案
か
ら

３
号
議
案
ま
で
提
案
し
満
場
一

致
で
承
認
さ
れ
た
。

　
定
期
総
会
後
の
懇
親
会
に
移

り
、
来
賓
の
渡
邉
東
京
税
理
士

政
治
連
盟
会
長
は
後
援
会
活
動

の
重
要
性
と
今
後

も
活
発
な
後
援
会

活
動
を
行
え
る
よ

う
応
援
し
た
い
旨

挨
拶
し
た
。

　
後
援
会
で
は
税

制
、
社
会
保
障
制

度
、
環
境
等
を
通

じ
て
安
心
で
豊
か

さ
を
実
感
で
き
る

暮
ら
し
を
実
現
す

る
た
め
に
、
国
民

の
為
に
働
く
「
す

が
わ
ら
一
秀
議

員
」
を
引
き
続
き

力
強
く
応
援
し
て

い
く
。
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